
小
里

衆
議
院
議
員
お
ざ
と

TEL
FAX

後援会・自民党支部報
衆議院議員小里泰弘後援会
自民党鹿児島県第三選挙区支部

鹿児島県薩摩川内市平佐1丁目10
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鹿児島事務所

や
す

ひ
ろ

令
和
を
拓
く

五
期
目
を
フ
ル
回
転

花
に
水
、人
に
心

ひ 

ら

　

お
陰
様
で
小
里
泰
弘
は
、
衆
議
院

議
員
と
し
て
五
期
目
を
フ
ル
回
転
。

　

衆
議
院
財
務
金
融
委
員
長
、
農
林

水
産
副
大
臣
を
経
て
、
自
民
党
国
土

交
通
部
会
長
に
就
任
。

　

与
党
の
責
任
者
と
し
て
道
路
づ
く

り
、
治
水
、
観
光
振
興
を
は
じ
め
、
災

害
に
屈
し
な
い
活
力
あ
る
国
土
づ
く

り
に
奔
走
。「
決
め
る
。
進
め
る
。
結

果
を
出
す
」
政
治
を
実
行
中
で
す
。　

　

小
里
泰
弘
は
、
徹
底
し
て
地
域
の

声
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
花
に
水
、

人
に
心
」
の
精
神
で
、
産
業
の
現
場
や

地
域
の
暮
ら
し
に
届
く
政
治
を
推
進

し
ま
す
。

農
林
水
産
大
臣
副
大
臣
と
し
て
現
場
本
位
の
農
政
を
推
進

　

小
里
泰
弘
は
、
農
林
水
産
副
大
臣
と
し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
日
米
貿
易
交
渉
か
ら

農
林
水
産
業
を
守
り
、
中
山
間
地
農
業
対
策
、
小
規
模
農
家
対
策
、
担
い
手
育

成
な
ど
現
場
本
位
の
農
政
を
推
進
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
攻
め
る
べ
き
を
攻

め
、
守
る
べ
き
を
守
り
」
、
大
事
な
農
業
・
農
村
を
未
来
へ
つ
な
げ
ま
す
。

日
置
市・い
ち
き
串
木
野
市 

大
雨
災
害
対
策
に
奔
走

農
地
・
農
業
用
水
利
施
設
等
に
激
甚
災
害
指
定

自
民
党
国
土
交
通
部
会
部
会
長
に
就
任 

道
路
づ
く
り
、治
水
、ま
ち
づ
く
り
、観
光
振
興…

先
頭
に
立
っ
て
推
進

　

令
和
元
年
九
月
、
小
里
泰
弘
は
、
自
民
党
国
土
交
通
部
会
長
に
就
任
。
国
土

交
通
分
野
の
与
党
の
責
任
者
と
し
て
奮
闘
中
で
す
。

週末は地元でフル回転
（1）令和元年（2019年）12月20日（金） 令和元年（2019年）12月20日（金）（4）

　

令
和
元
年
七
月
、
日
置
市
、
い
ち
き
串
木
野
市
を
中
心
に
襲
っ
た
大
雨
災
害

が
発
生
。
小
里
泰
弘
は
、
三
度
の
現
場
視
察
を
踏
ま
え
、
市
長
、
県
議
、
市
議
さ

ん
ら
と
力
を
合
わ
せ
て
復
旧
対
策
に
奔
走
。
国
に
よ
る
「
激
甚
災
害
指
定
」
が

行
わ
れ
、
費
用
の
多
く
を
国
が
負
担
し
、
復
旧
が
進
ん
で
い
ま
す
。

出初式で 小学校の運動会で グランドゴルフ大会始球式でホールインワン地域の夏祭りでダンス

自民党国土交通部会を指揮　令和元年9月

西回り自動車道建設促進大会で　令和元年10月

自民党国土交通部会で防災・減災対策を説明　令和元年10月

鮎まつりで 川内大綱引で 地域の集会で

さのさ祭りで

大カボチャ

地域の祭りで おさかな祭りで 福祉運動会で

災害発生当初、市議さんらと現場視察　令和元年7月

農林副大臣として現場視察　令和元年7月

衆議院農林水産委員会で答弁

畜産農家の皆さんと

国際会議で

小里やすひろ鹿児島事務所
TEL 0996-23-5888　FAX 0996-23-7111

衆議院鹿児島県第3選挙区
ご紹介のお願い

「花に水、人に心」小里泰弘の歩み
［主な経歴］
衆議院議員5期当選
1958年鹿児島県霧島町生まれ
霧島中、霧島高、慶應大学法学部卒
野村證券で生きた経済を学ぶ
労働大臣秘書官
震災大臣秘書官
総務庁長官秘書官
自民党国会対策副委員長
自民党副幹事長
自民党震災対策チーム座長
自民党国土交通副大臣
自民党農林部会長
農林水産大臣政務官
環境副大臣
内閣府副大臣
衆議院農林水産委員長
衆議院財務金融委員長
農林水産副大臣

薩摩川内市 川内市・東郷町・樋脇町・入来町
　　 祁答院町・里村・上甑村・下甑村・鹿島村
日置市 伊集院町・東市来町・日吉町・吹上町
いちき串木野市 串木野市・市来町
さつま町 宮之城町・鶴田町・薩摩町
阿久根市、長島町 東町・長島町
出水市 出水市・高尾野町・野田町
伊佐市 大口市・菱刈町
姶良市 加治木町・姶良町・蒲生町
湧水町 栗野町・吉松町

［現在の主な役職］
自民党国土交通部会長
自民党道路調査会副会長
農林・食料戦略調査会副会長
畜産振興議員連盟幹事長
西回り自動車道建設促進議員連盟幹事長
ジビエ（鳥獣肉）振興議員連盟幹事長
三県架橋建設促進議員連盟幹事長
おれんじ鉄道議員連盟幹事長
東京一極集中打破議員連盟幹事長

［著書］　「災害と闘う」
　　　　「農業・農村所得倍増戦略」
［信条］　「花に水、人に心」
［スポーツ］　剣道・野球
［趣味］　釣り・読書・政策
［好きな食べ物］　たまご・コロッケ
［尊敬する人物］　西郷隆盛

姶良市自然ふれあい館落成式〔環境副大臣〕 台風災害現場視察〔農水副大臣〕

環境国際会議を主催〔環境副大臣〕 衆議院予算委員会で〔自民党副幹事長〕

衆議院財務金融委員長として 広島土砂災害現場を視察〔環境副大臣〕

衆議院鹿児島県第3選挙区にお住いの知人・ご家
族・ご親戚の方々をご紹介頂ければ幸いです。



未入

西
回
り
自
動
車
道 

阿
久
根
ー
川
内
間

予
算
３
割
増

両
側
か
ら
加
速

　

令
和
元
年
度
、
阿
久
根
側
か

ら
に
加
え
て
川
内
側
か
ら
も
用

地
買
収
等
の
事
業
を
進
め
、
工

事
を
加
速
し
ま
す
。

　

国
の
補
助
事
業
に
よ
り
水
質

監
視
機
器
や
取
水
ゲ
ー
ト
自
動

閉
鎖
施
設
の
設
置
に
よ
り
、
令

和
元
年
度
よ
り
伊
佐
市
の
水
田

作
付
け
を
再
開
、
次
年
度
は
湧

水
町
も
再
開
へ
。

船
間
島・久
見
崎
地
区

「
高
潮
対
策
事
業
」に
着
手

　

台
風
時
の
海
水
越
波
に
備
え

て
、
堤
防
か
さ
上
げ
事
業
を
行

い
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を
確
保

し
ま
す
。

総
事
業
費　

約
三
八
億
円

川
内
港
拡
充
計
画
を
推
進

輸
出
拠
点
港
と
し
て

大
規
模
改
修
へ

　

川
内
港
に
一
万
ト
ン
級
の
大

型
船
が
寄
港
で
き
る
よ
う
に
港

湾
改
訂
計
画
が
策
定
さ
れ
、
輸

出
拠
点
港
と
し
て
整
備
が
進
む

見
込
み
で
す
。

吹
上
浜
海
岸

整
備
予
算
を
確
保

　

林
野
庁
に
よ
る
浸
食
防
止

工
・
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
対
策
（
事
業

費
八
七
〇
〇
万
円
）
、
植
栽
（
二

㌶
程
度
）
、
水
産
庁
・
環
境
省
予

算
に
よ
る
藻
場
の
保
全
、
ゴ
ミ

処
理
等
を
実
施
。
美
し
い
吹
上

浜
海
岸
を
守
り
ま
す
。

い
ち
き
串
木
野
市

「
大
里
川
」抜
本
改
修
へ

　

た
び
た
び
洪
水
被
害
を
及
ぼ

し
て
き
た
大
里
川
に
つ
い
て
、

小
里
泰
弘
は
、
市
・
県
と
一
体
と

な
り
、
河
道
掘
削
な
ど
抜
本
的

治
水
事
業
計
画
を
推
進
中
で

す
。隼

人
道
路

（
加
治
木
Ｉ
Ｃ
〜
隼
人
Ｉ
Ｃ
）

四
車
線
化
事
業
に
着
工

い
ち
き
串
木
野
市 

漁
港
整
備
事
業
予
算

前
年
度
比
一・八
倍
を
確
保

日
置
市「
神
之
川
」に

国
の
新
規
事
業
で
抜
本
的

改
修
事
業
を
実
施

　

国
に
新
設
さ
れ
た
「
大
規
模

特
定
河
川
事
業
」
に
よ
り
集
中

的
に
神
之
川
の
治
水
事
業
を
行

い
、
伊
集
院
市
街
地
の
安
全
・
安

心
を
確
保
し
ま
す
。

総
事
業
費　

約
二
五
億
円

　

令
和
元
年
度
予
算
に
お
い

て
、
戸
崎
漁
港
浮
桟
橋
新
設
事

業
や
羽
島
漁
港
臨
港
道
路
整
備

予
算
を
は
じ
め
、
大
幅
増
額

し
、
漁
港
整
備
を
加
速
し
ま

す
。

　

令
和
元
年
一一
月
、
さ
ら
な
る

利
便
性
・
安
全
性
向
上
へ
四
車

線
化
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

北
薩
横
断
道
路

（
阿
久
根
ー
空
港
間
）

予
算
２
割
増
、

さ
ら
に
加
速

北
薩
横
断
道
路

（
阿
久
根
ー
空
港
間
）

予
算
２
割
増
、

さ
ら
に
加
速

　

北
薩
ト
ン
ネ
ル
、
泊
野
道
路

の
開
通
に
続
き
、
さ
ら
に
事
業

を
加
速
し
ま
す
。

平
成
三
十
年
度
事
業
費 

一
九
億

円
↓
令
和
元
年
度 

二
三
億
円

川
内
川
改
修
予
算 

九
割
増
、

さ
ら
に
治
水
の
モ
デ
ル
へ

湧
水
町
、伊
佐
市
、さ
つ
ま
町
、薩
摩
川
内
市

川
内
川
改
修
予
算 

九
割
増
、

さ
ら
に
治
水
の
モ
デ
ル
へ

湧
水
町
、伊
佐
市
、さ
つ
ま
町
、薩
摩
川
内
市

　

川
幅
拡
幅
、
河
道
掘
削
、
築
堤
、
か
わ
ま
ち
づ
く
り
を
は
じ
め
、

「
日
本
一
の
治
水
事
業
」
を
仕
上
げ
ま
す
。

平
成
三
〇
年
度 

二
九
億
円
↓
令
和
元
年
度 
五
五
億
円
。

姶
良
市
国
道
一
〇
号
線

渋
滞
解
消
へ

「
白
浜
拡
幅
事
業
」

予
算
大
幅
増

　

国
道
一
〇
号
線
白
浜
地
区
四

車
線
化
事
業
に
前
年
度
比
二
・

五
倍
の
予
算
を
確
保
。

き
ら
ら
の
楽
校

白
男
川
小
学
校
跡
地
利
用

オ
ー
プ
ン

　

小
学
校
跡
地
を
活
用
し
た

「
小
さ
な
拠
点
事
業
」
を
日
高
町

長
と
連
携
し
て
実
現
。
サ
ロ
ン

活
動
、
地
元
産
品
の
販
売
、
宿

泊
、
交
流
等
の
拠
点
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　

青
木
バ
イ
パ
ス
が
終
了
し
、

ト
ン
ネ
ル
設
計
と
道
路
工
事
に

着
手
。

国
道
四
四
七
号

真
幸
ト
ン
ネ
ル

（
伊
佐
市
ー
え
び
の
間
）を
推
進

長
島
町
地
域
産
材
利
用

診
療
所
建
設
を
支
援

　

地
域
懸
案
の
診
療
所
建
設
を

支
援
。
地
域
材
利
用
の
施
設
を

支
援
す
る
林
野
庁
の
事
業
で
実

現
。

伊
作
峠
ト
ン
ネ
ル
を
推
進

国
道
三
号
線
沿
線

安
全
対
策
事
業
を

随
所
で
実
施

　

小
里
泰
弘
は
、
地
域
の
声
を

受
け
、
国
道
三
号
線
沿
い
の
歩

道
整
備
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設

置
、
冠
水
対
策
、
樹
木
伐
採
、
振

動
対
策
な
ど
、
安
全
対
策
事
業

を
随
所
で
推
進
し
て
い
ま
す
。

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー

　

畜
産
・
酪
農
経
営
の
向
上
を

図
る
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
を

推
進
。
こ
の
二
年
間
で
選
挙
区

内
三
二
一
件
の
ク
ラ
ス
タ
ー
事

業
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

日
置
市 

道
路
整
備
、

公
園
整
備
に

国
庫
補
助
金
事
業
予
算

大
幅
拡
充

　

国
、
県
、
市
の
確
か
な
連
携

で
、
日
置
市
に
お
け
る
道
路
整

備
、
運
動
公
園
、
土
地
区
画
整

理
事
業
等
の
予
算
が
大
幅
に
拡

大
し
ま
し
た
。

葛
輪
漁
港

整
備
総
仕
上
げ
へ

　

令
和
元
年
七
月
、
葛
輪
漁
港

整
備
の
総
仕
上
げ
と
な
る
埋
め

立
て
工
事
の
着
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
い
ず
み

果
実
選
果
場
建
設
を

支
援

　

令
和
元
年
度
、
農
林
水
産
省

の
補
助
金
を
投
入
し
、
集
出
荷

貯
蔵
施
設
、
予
冷
庫
、
甘
夏
・
デ

コ
ポ
ン
選
果
機
等
を
整
備
し
ま

す
。
全
体
事
業
費 

一
八
億
円
。

姶
良
市「
桜
島
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」

開
通
。さ
ら
な
る
整
備
へ

姶
良
市「
桜
島
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」

開
通
。さ
ら
な
る
整
備
へ

　

平
成
三
一
年
三
月
、
県
内
初
の

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

と
し
て
鹿
児
島
方
面
出
入
口
を

先
行
開
通
。
さ
ら
に
全
面
開
通

へ
事
業
を
加
速
し
ま
す
。

さ
つ
ま
町
農
業
基
盤

整
備・防
災
対
策
事
業
に

新
規
着
手

さ
つ
ま
町
農
業
基
盤

整
備・防
災
対
策
事
業
に

新
規
着
手

　

さ
つ
ま
町 

湯
田
原
、
柊
野
、

宇
子
地
区
等

小里泰弘は、市長、町長、県議、市長議員さんらと力を合わせ、地域発展の原動力となる事業を力強く進めています。
決める。進める。結果を出す。 郷土の課題を力強く推進

（3）令和元年（2019年）12月20日（金） 令和元年（2019年）12月20日（金）（2）

硫
黄
山
噴
火
対
策
を
推
進

水
田
作
付
け
再
開
へ

伊
佐
市
、湧
水
町

　

小
里
泰
弘
は
、
地
域
悲
願
の
「
伊
作
峠
ト
ン
ネ
ル
」
の
建
設
支

援
に
立
ち
上
が
り
、
建
設
既
成
会
が
結
成
さ
れ
、
国
・
県
・一
体
と

な
り
推
進
中
で
す
。

沿線の市町長さんらと国土交通省へ要請活動

現場を視察

高潮対策事業着工式で　令和元年10月

岩切市長と国土交通省へ要請活動 令和元年11月自民党の災害対策会議で演説

川内川期成会の皆さんと国土交通省へ要請活動」

鶴田ダム再開発事業完成式で 平成31年1月

泊野道路完成式で　平成31年3月

田畑市長と打ち合わせ隼人道路四車線化事業鍬入れで

市議会・漁協の皆さんと勉強会 日置市議会の皆さんと農水副大臣室で

湯元市長と要請活動

きららの学校オープン式典で

川添町長と要請活動

期成会の皆様と国交省へ要請

建設促進大会で子牛セリ市で

宮路市長と共に内閣府等へ要請 着工式 餅まきで

農政連意見交換会で

柊野地区ひがん花祭りで

地域のミニ集会で


